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第４回総務文教常任委員会会議録 

 

１ 開会日時 平成25年５月13日（月）午後２時20分 

２ 閉会日時 平成25年５月13日（月）午後３時20分 

３ 会議場所 議会委員会室 

４ 出席委員        

       １番 佐々木雄司君   ２番 光成 良充君   ３番 澤   健君 

      １０番 松田  勲君  １１番 北川 勝義君  １６番 下山 哲司君 

      １８番 小田百合子君 

５ 欠席委員 

      な  し 

６ 説明のために出席した者 

      市    長  友實 武則君      副  市  長  安井 栄一君 

      教  育  長  土井原敏郎君              池本 耕治君 

      財 務 部 長  石原  亨君      教 育 次 長  宮岡 秀樹君 

      赤坂支所 長  森   章君              山田 長俊君 

      吉井支所 長  楢原 哲哉君              木庭 正宏君 

      秘書企画課長  近藤 常彦君      総 務 課 長  岡本 衛典君 

      くらし安全課長  水原 昌彦君      管 財 課 長  末本 勝則君 

      収納対策課長  友谷 幸栄君      教育総務課長  奥田 智明君 

      学校教育課長  坪井 秀樹君      社会教育課長  正好 尚昭君 

              国定 信之君              小竹森美宏君 

７ 事務局職員出席者 

      議会事務局長  富山 義昭君      主    任  大饗  剛君 

８ 協議事項 １）事業の進捗状況について 

       ２）その他 

９ 現地査察 総務文教常任委員会所管施設等 

10 議事内容 別紙のとおり        
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              午後２時20分 開会 

○委員長（北川勝義君） 皆さん御苦労さまです。 

 本日は早朝より現地視察をしました。 

 これから第４回の総務文教常任委員会を開会いたします。 

 開会に先立ち、市長のほうから御挨拶をお願いします。 

 はい、市長。 

○市長（友實武則君） 本日は御多忙中のところ、総務文教常任委員会を開催いただきまし

て、ありがとうございます。また、朝からの御視察の後、お疲れのところ御審議をいただき、

ありがとうございます。 

 本日の議題といたしましては、お手元にお配りのように事業の進捗状況、そしてその他とし

ております。詳細につきましては、後ほど担当のほうから御報告させていただきます。どうぞ

よろしくお願いいたします。 

○委員長（北川勝義君） ありがとうございました。 

 それでは、これから協議事項に入らせていただきたいと思います。 

 一応協議事項をさせていただきまして、それからその他のほうできょう視察を回った中でど

うしても聞き漏らしたとか聞きたいというのがありましたら、一括で受けさせていただきたい

と思います。そのようにさせていただこうと思うんで、皆さんよろしいか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） それでは、そのようにさせていただきます。 

 それでは、１番目の事業の進捗状況について、執行部のほうから説明願います。 

 はい、池本総務部長。 

○総務部長兹総合政策室長（池本耕治君） それでは、きょうの視察の行程表の次のページに

資料をつけさせていただいております。 

 １番条例関係、２番予算関係、３番その他ということで協議事項を上げさせていただいてお

りますので、それぞれ順番にくらし安全課長から説明をさせていただきますので、よろしくお

願いいたします。 

○委員長（北川勝義君） はい、水原課長。 

○くらし安全課長（水原昌彦君） くらし安全課のほうから６月開会の議会のほうの上程議案

につきまして御説明申し上げます。 

 赤磐市防災行政無線条例の一部を改正する条例ということで、上程のほうをさせていただこ

うと思っております。 

 内容につきましては、新消防本部の庁舎が完成するということで、上市の108番地１から津

崎の114番地に変更されるという内容の改正を行おうと思っております。遠隔制御装置の設置

場所の変更する内容でございます。 
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 以上でございます。 

○委員長（北川勝義君） ありがとうございました。 

 続いて、はい、小竹森消防総務課長。 

○消防本部消防総務課長（小竹森美宏君） 失礼します。消防総務課の小竹森です。 

 条例の一部を改正する条例を上程させていただいております。 

 新消防庁舎建設に伴う消防本部の住所変更でございます。現在の上市108番地－１から津崎

114番地へ変更されることから、位置の変更を行う条例改正となります。よろしくお願いしま

す。 

○委員長（北川勝義君） 執行部のほうから説明が終わりました。 

 委員の皆さん、何か１と２について、条例関係、質問がありましたらお願いしたいと思いま

す。 

 大変生意気なようなんですけど、委員の皆さんに１つ忠告をしておきます。 

 これ６月の議会内容でございます。そこで、６月の議題内容で内容的には聞かせていただけ

ればええんですが、ある程度は聞かせていただければええんですが、審議、６月議会のほうで

事前審査にならないようにということがありますんで、予算上とかいろいろの余り、概略は聞

いていただきゃあええと思いますけど、執行部のほうが答えれる範囲でおさめていただきたい

と思いますんで、よろしくお願いいたします。 

 ほんなら、私のほうから１点ちょっと聞かせておいてください。 

 これ１番、２番同じで、僕ちょっと恥ずかしい話するんですけど、防災無線が動いていくの

が消防本部のが消防本部の庁舎が変わるんで動くというのがわかるんで、これくらし安全課が

やるというんで、防災無線じゃけやるということですな。せえで、今度は消防総務課のほうが

消防署が移設するけえやるんじゃ言うんじゃけど、これたしか無線のはあれじゃなかったん、

消防じゃなかったんかな、別じゃったんかな。くらし安全課が見るんじゃったんかな。消防じ

ゃねえかなと思うたんじゃ。ちょっと勘違いかもしれんけど。 

 水原課長。 

○くらし安全課長（水原昌彦君） 無線条例につきましてはくらし安全のほうがやっておりま

して、地区遠隔、消防署の放送する機能がありますので、その放送機能を津崎のほうへ移すと

いう内容でございます。 

○委員長（北川勝義君） いやいや、そうじゃけど、なかなか、まあよろしいわ。僕もちょっ

とわかってわからんようなことを言よるかもわからん。同じで１つがいきゃあええんかなと思

うて。 

 総務部長。 

○総務部長兹総合政策室長（池本耕治君） 水原課長が今１番で説明しましたのは……。 

○委員長（北川勝義君） わかるわかる。 
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○総務部長兹総合政策室長（池本耕治君） 防災の……。 

○委員長（北川勝義君） 防災わかる。 

○総務部長兹総合政策室長（池本耕治君） ラッパと戸別受信機の、あれの遠隔台が消防署へ

ある、その条例を変える。 

○委員長（北川勝義君） その１個だけのじゃろ。わかる。 

○総務部長兹総合政策室長（池本耕治君） はい。それから、消防の無線じゃございませんの

で。 

○委員長（北川勝義君） じゃけ、一緒に……。 

○総務部長兹総合政策室長（池本耕治君） 一緒にはならん。 

○委員長（北川勝義君） 一緒になるんかなと思うて、戸別のを言ようるわけじゃろ。 

○総務部長兹総合政策室長（池本耕治君） 戸別と放送塔……。 

○委員長（北川勝義君） 戸別、放送塔もじゃけど戸別になっとんが今場所がついとんが上市

の108番地を向こうへ動かすから114へ１つ要る。消防署に要るという話ししょうるわけじゃ

ろ。 

 どうも納得いくようでいかんのんじゃが。頭の中じゃわかりょんで、別じゃというのは。 

○総務部長兹総合政策室長（池本耕治君） 無線設備の設置場所が変わるという……。 

○委員長（北川勝義君） わかりました。 

 それからもう一点、きょう聞いたん、６月30日に完了するようになって、これ建物は関係ね

んじゃけど、完了するようになっとんじゃけど、当然それ意味で６月の議会出すんじゃろうけ

ど、こりゃ余り聞かんほうがえんかもしれん。どこまでが６月30日に完了するん。 

 消防長。 

○消防本部消防長（木庭正宏君） 建物本体、それに附属します外構、それから舗装工事、そ

こまでが６月30日までの工期完了となっております。今回の場合、現庁舎から新庁舎への移設

というものがございます。その移設につきましては、消防司令無線、指令施設設備については

現庁舎から新庁舎への移設ということになります。その移設が完了しますのが、これ指令台が

今２席あるわけですが、移設に当たってそれを１席ずつに分割しまして、１席移して新庁舎で

の稼働が可能になりましたら次の２席目を新庁舎のほうへ移設するという形、２段階的に移設

のほうを考えております。その１席目が移設が完了しますのが７月15日、幾らか余裕を見て７

月15日ということで、１席目の新庁舎での運用開始が７月16日から。それから、向こうで１席

目が運用開始しましたら２席目を移設しますので、その２席目が完了しますのが７月21日で

す。その時点で２席がそろいまして、正規の無線、指令設備の運用が可能になりますのが７月

22日からという予定にさせていただいております。 

○委員長（北川勝義君） ほんなら、簡単に言うたら、要約して言うたら７月16日から消防機

能活動というんか、全部できるということじゃな。そういう考え……。 
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○消防本部消防長（木庭正宏君） はい、新庁舎のほうでさせていただきたいと考えておりま

す。 

○委員長（北川勝義君） 事業完了は６月じゃけど、外構とかはもうできるわけ、６月中に。 

○消防本部消防長（木庭正宏君） 一応そう調整をして……。 

○委員長（北川勝義君） これ外構分かれとったんじゃねかったかな。外構一緒じゃったか

な。 

○消防本部消防長（木庭正宏君） はい、一緒です。 

○委員長（北川勝義君） 外構も一緒じゃったかな。 

○賞本本部消防庁（木庭正宏君） はい。 

○委員長（北川勝義君） というたら、ほんなら今の本施設と、きょう見させてもろうた訓練

棟じゃあとか皆関連、その他舗装等の外構関係は６月30日末で完了。そして、第１席目が７月

15日までで動いて、16日から正式に運用開始というような感じでとっときゃえんですな。 

○消防本部消防長（木庭正宏君） はい。 

○委員長（北川勝義君） こりゃもう、ちょっと要らんことを僕が聞きょんで。それで、竣工

式というんか、落成、こんなこと聞いてええんかどうかわからんけど、どんなんですか。 

 というのが、僕何でこういうこと言ようるというたら、６月というたら議会が入るでしょ

う、定例が。どうせられるんじゃろうかと思うて、運用。それは決まっとん。いや、それ聞い

て答えちゃおえんじゃったらええけど、決まっとんじゃったら教えてくれりゃあ。 

○消防本部消防長（木庭正宏君） 一応現時点ではもう間近に迫っておりますので、そういう

計画なしには事業進められませんので、一応設定をさせていただいて、その計画に向かって進

めさせていただいております。きょうこういう機会がありますので、ぜひその御報告をさせて

いただこうというふうに考えておりました。 

 それで、普通の場合としまして、ちょっと変則的にはなるんですが、消防庁舎の完成という

のは我々としましては消防司令施設が完全にそろって新庁舎の完成、竣工というふうに考えさ

せていただきたいというふうに考えております。それで、それが完成しますのが先ほど御報告

させていただきましたけれども、１席目が７月16日、それから２席そろうのが７月22日という

ことで、１席目の16日から業務を開始させていただくということで、その時点で新消防庁舎が

完成すると、一部完成するということになります。その後に現在７月28日に落成式とそれから

赤磐市民の方々への一般公開を含めて催し物を計画させていただければと思っております。 

○副委員長（松田 勲君） じゃから、竣工式は……。 

○消防本部消防長（木庭正宏君） はい。 

○委員長（北川勝義君） ７月28日ということじゃな。 

○消防本部消防長（木庭正宏君） ７月28日の日曜日にお願いできたらと思っております。 

○委員長（北川勝義君） いや、わかりました。 
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 僕は７月28日別にえんじゃけど、何でそねん竣工式が遅えん。 

○消防本部消防長（木庭正宏君） といいますのが、先ほど言いましたけども、指令施設の移

設を最重点的に考えさせていただいて、それが完成して初めて新消防庁舎の……。 

○委員長（北川勝義君） 決まったということ、決定ということ、それ。決定ということ。 

○副委員長（松田 勲君） 決定でいいんですね。 

○委員長（北川勝義君） 決定かなというて。 

 市長、決定。 

○消防本部消防長（木庭正宏君） はい。市長のほうへは一応これは……。 

○委員長（北川勝義君） 市長。 

○市長（友實武則君） ７月28日の竣工式というふうにさせていただきたく思っております。

どうぞよろしくお願いいたします。 

○委員長（北川勝義君） 参考に、参議院が７月21日かな。28日になりゃへんのんじゃろ。 

○総務部長兹総合政策室長（池本耕治君） 21のような……。 

○委員長（北川勝義君） いやいや、28日になりゃへんのんじゃろというて確認しょんじゃ。

いやいや、これ遊びで言よんじゃのうて、違う、木庭消防長、市長、遊びじゃのうて、７月

21日が参議院選挙で28日がこれじゃったら別に問題ねえ、何も言よんじゃねんじゃけど、もし

28日に参議院選挙するようなことになることはねんじゃろうということを確認しょうるわけ。

やっぱりこれ遊びで言よんじゃねんじゃから、せえから市民も交えて見学会もして催し物して

んじゃったら、ぴちっと決めてなかったら２機目の運用ができんでも１機目の運用でもえんじ

ゃねえかと思うて、ちょっとどねえなんかわからんのよ。21日じゃと思うんじゃ。これもう決

定じゃ言われたらもうこれで28日じゃけど、ちょっとおかしいことになるけえ、そこら確認で

きとんじゃろうかと思うたんじゃ。 

 ちょっと暫時休憩します。 

              午後２時32分 休憩 

              午後２時34分 再開 

○委員長（北川勝義君） 再開します。 

 市長。 

○市長（友實武則君） 消防本部の竣工式の日程でございますけども、７月28日の予定として

進んでまいりますけども、参議院選等突発的なことも予想されますので、最終決定はもうちょ

っと先に送らせていただきます。今のところ予定ということでお願いを申し上げます。 

 以上でございます。 

○委員長（北川勝義君） わかりました。 

 それじゃ皆さん、今お聞きのとおり竣工式は７月28日の予定ということで、参議院選挙によ

って突発的なことがあったら変更あるということで、また後日報告してくださるということで
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了承願いたいと思います。よろしゅうお願いします。 

 他にありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） なければ、２の予算関係についてお願いしたいと思います、順次。 

○学校教育課長（坪井秀樹君） 学校教育課長坪井です。 

○委員長（北川勝義君） 坪井課長。 

○学校教育課長（坪井秀樹君） それでは、教育委員会学校教育課のほうから３件、６月の議

会のほうに補正のほうで上程をさせていただく案件がございます。 

 １件目ですけれども、１件目は補助金の確定でございます。 

 学力向上市町村プロジェクト事業補助金ということで、赤磐市の教育委員会としましては本

年度予算で学生ボランティアの受け入れ、それから中学校区別の研究指定校事業の実施、そし

て小学校５年生に対して学力検査、心理検査の実施などを予定をしておりました。それに対し

まして補助金のほうを申請しておりましたら、確定通知が届きましたので、確定がおりました

ので、３月に確定いたしましたので今回上程をさせていただきます。 

 続きまして、(2)、(3)でございますけれども、いずれも２つの委託事業が採択されました。 

 １件目は放課後学習サポート事業でございます。 

 市内の２つの小学校に支援員を配置して、放課後に補充的な学習等を実施する学校の担任の

先生等を支援をいたします。 

 もう一つは、憧れの人派遣事業でございます。 

 これにつきましては、従前市内の中学校において職場体験、いわゆるチャレンジワークを行

う前に生徒自身がより高い課題意識を持つ手がかりとしてさまざまな人を招聘して講演等をし

ていただいておりましたけれども、さらに著名な方や岡山県内だけでなく、他県等、企業等で

活躍する社会人の方を招聘して、より高い課題意識が持てるような講演会等を各中学校で予定

をさせていただいております。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） ありがとうございました。 

 はい、国定課長。 

○スポーツ振興課長（国定信之君） (4)といたしまして、６月の一般会計補正予算のほうに

山陽ふれあい公園大規模修繕事業の減額ということで上程させていただきたいと思います。 

 これは国の緊急経済対策事業として24年度事業として採択されまして、さきの４月の臨時議

会のほうで専決処分の承認をいただきました件でございます。当初25年度予算に計上しており

ましたが、24年度に事業が前倒しされたため減額をするというもので、5,522万6,000円の減額

を予定しております。 

 以上です。 
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○委員長（北川勝義君） ありがとうございました。 

 それでは、執行部のほうから説明が終わりました。 

 １から４までのことについて一括で質問を受けたいと思います。 

 委員の皆さん、何かありませんか。 

 はい、佐々木委員。 

○委員（佐々木雄司君） 今御説明いただきましてありがとうございました。 

 私のほうから二、三、御質問させていただきます。 

 まず、学力向上市町村プロジェクトでございますが、小学校５年生ということで特定されて

学力検査、心理検査の実施をなされるということなんですが、これ何で５年生なんでしょうか

ということであります。特にその５年生の心理をはかって何を目的とされていかれるのか、そ

の趣といいますか、方向性をちょっと詳しく御説明いただけたらと思います。 

 あと、放課後学習サポート事業、これでありますけども、これに類する事業というのをもう

既に赤磐市のほうで行っているんではないかと思うんですが、それと分けてどうしてこれを新

たに実施する必要があるのか、詳しく御説明をいただきたいと思います。 

 あと、憧れの人派遣事業でありますけども、これ追加で委託事業をいただけたんだという話

であると思うんですが、過去にもたしかおやりになられてますよね。どういった方が招聘され

ていたのかということをお聞きしたいのと、今年度どなたを招聘される御予定になっているの

かというところをお尋ねしたいと思います。 

 それぐらいですか。以上でございます。お願いいたします。 

○委員長（北川勝義君） 坪井課長。 

○学校教育課長（坪井秀樹君） まず、１点目なんですけれども、本日お配りしております資

料のところに学力検査・心理検査とあると思います。まず私どものほうの説明が十分できてい

なかったのかもしれませんけれども、学力検査につきましては５年生を対象として実施をさせ

ていただきます。学力検査は現在小学校６年生につきましては全国学力・学習状況調査、そし

て中学校１年生につきましては岡山県の学力テストが行われております。５年生で実施をする

ことによって一人一人の子供たちに対して経年で学力の伸びを測定でき、そしてその学力の伸

びに応じた的確な指導を行うために５年生で実施をさせていただくものでございます。 

 それから、心理検査につきましては、これは対象は高陽中学校ブロックの生徒さんでござい

ます。学年等のこれは対象はないんですけれども、心理検査を行わせていただきまして、クラ

スの中での自分の様子、そういったものを測定して、自己有用感といいますか、自分のクラス

の所属感等を検査で測定して、それを学級経営とかに反映させていこうというものでございま

す。 

 ２番目の御質問ですけれども、放課後学習サポート事業ですが、これもこれは委託事業の追

加でございます。同様の事業が山陽東小学校のほうで行われておりますけれども、笹岡小学
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校、２つの小学校といいますのが、現在想定しておりますのが笹岡小学校と仁美小学校を想定

しておりますけれども、そちらの学校のほうから要望がありまして、今回要望を上げておりま

すと委託のほうが決定をしてくださったということです。 

 今後につきましては、やはり地域のボランティアの方に将来的にはやっていただくというこ

とになりますけれども、本年度２つの学校においては支援員さんのほうをこの事業で配置させ

ていただいて、一人一人の個に応じた指導のほうを行っていくという予定にしております。 

 それから、最後の憧れの人派遣事業にかかわる御質問でございますけれども、まず過去につ

きましては、私の知っている範囲では岡山県内の企業の方、ファジアーノの社長さんとかナカ

シマプロペラの社長さん、会長さんとか、そういった方に来ていただいているというふうに聞

いております。 

 今年度この委託事の業決定を受けましたので、現在想定をしている範囲では、例えば宇宙開

発事業団ＪＡＸＡの方の招聘、それから近隣では環太平洋大学の講師の方をお招きしたり、そ

ういった想定をしておりますが、現在学校のほうともこういう事業のほうが委託のほうの決定

があるのでどういう方をお呼びしようかというのは調整をこれから図っているところでござい

ます。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） よろしいか。 

 佐々木さん。 

○委員（佐々木雄司君） ありがとうございます。 

 改めまして佐々木でございます。 

 １番の学力検査・心理検査、高陽中学校地区でおやりになられたいというお話であったんで

すが、これ親御さんの反応どうですかというところをまずお聞かせいただきたいと思います。 

 あと、２番ですけども、学校要望、この学校の要望が２つの学校の要望からあって、それに

こたえるというような形だということなんですが、その学校ではなくて例えばほかの学校でま

とめて集中的にやっていただくというような、ここに予算をかけない方法というのを考えるこ

とってできないのかなと感じたりするんです。予算がついたから何でもやればいいということ

ではなくて、そこに携わるいろいろな業務、行政業務というのも発生してまいります。その行

政業務をなるべく簡素化するという意味においても、なるべく行政事業というものの数は減し

ていかなければいけない……。 

○委員長（北川勝義君） 佐々木さん。 

○委員（佐々木雄司君） だから、予算……。 

○委員長（北川勝義君） 佐々木さん、ちょっとお願い、先ほどしましたように６月の議会に

上程してやられることなんで、余り入ったら６月のとこに事前審査をしたようなことになるん

で、学校名とかどこら辺をやるというぐらいの説明で終わらせていただいて、聞かれるのはそ



- 10 - 

のときに聞かせていただけたらと思う。先ほどそういう了承とったと思うんで、先ほどとめり

ゃえかったんですけど、ちょっと今そう思いまして、皆さんと思うた。ちょっと要約して、も

うちょっと簡単に、もう尐し内容聞くんじゃったら要約して聞いてください。内容的がいいと

か悪いとか予算についてというのは、またそりゃ６月の議会のときに、委員会のときにしてい

ただきたいと思いますんで、お願いします。 

 はいどうぞ、佐々木さん。 

○委員（佐々木雄司君） 改めまして、失礼いたしました。趣旨をちょっと間違えていたよう

です。申しわけありません。 

 というようなことが気になっておりまして、お話は次回改めてお聞きしたいと思っておりま

すので、具体的にもう尐し詳しくお答えのほうを御用意いただけたらと思います。 

 あと、３番のＪＡＸＡなんですが、今の赤磐市の学校教育現場含めまして、私たちの大人の

社会も含めまして、やっぱりこの社会に対する一人一人の責任感の認識というものが非常に下

がっている。防犯、防災意識に関しても下がっているように思います。 

 そういう中で、私はＪＡＸＡというような方より、逆に３・11の震災のときに原子力発電所

で決死の覚悟で自衛隊員というのは放水活動を行ったわけです。御家族の方とかの心配もある

にもかかわらず命をかけて行った。それは何で行えたのか、そういったものをＪＡＸＡの方よ

りは、ＪＡＸＡの方にいろいろな御講演をいただくよりは、社会の中で働くという意味におい

て私は学んでいただくいい機会になるんではないかなと思いまして、これ自体に対しては全く

やぶさかではありません。ただ、人選に関してはしっかりともうちょっと御検討いただけたら

というふうにも考えたりします。 

 以上でありました。失礼いたします。 

○委員長（北川勝義君） 坪井課長、今言ようった、どなたでもえんじゃけど、教育次長でも

ええ、高陽中学校区域の小学生にするというたんがありますな。それなんは答えれるんじゃと

思う。ちょっとわかりゃ、ちょっと言うていただけりゃあ。 

 はい、坪井課長。 

○学校教育課長（坪井秀樹君） 実は高陽中学校のほうがこれからことしから３年間の研究指

定校、高陽中学校ブロックが受けております。高陽中学校ブロックの先生方、校長先生以下先

生方のほうから自己有用感を高めることによって学力向上を図りたいというふうなそういうふ

うに言われましたので、高陽中学校のほうの研究のほうの関係で実施をさせていただくという

ことでございます。 

○委員長（北川勝義君） ＪＡＸＡの、ええん。要望みたいなんでええん。 

 ちょっとほんなら、ちょっとええです。 

 実は、市長、教育長きょうおられん、教育次長に当たるかもしれんけど、よう僕ずっと絶え

ず言ようるというのは、皆さん僕が発言しょうりゃ嫌うんじゃけど、長えからというて、質問
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もすんじゃけど。これ質問せんでもええようにやっぱり説明資料書いとって、説明せえという

ことを言ようるわけ。せえというて偉そう言うんじゃのうて。 

 例えば高陽中学校が研究の指定の学校になっとんじゃと、３年間なっとるというたら、ここ

を佐々木さん聞いてくれたからわかったんじゃけど、答えてくれたから、そういうなんが聞か

んでもようなるわけ。それとか、今放課後やこうじゃったら笹岡、仁美がこういうことをやり

てえ、やっていきたいんじゃというて言うたら、もう今現在は山陽東をやっとんですよと、２

校追加になるんですよというて言うてくれたら、もう余り聞かんでもわかるとこがあるんじゃ

けど、説明してくれにゃおえんと思うわけ。説明やっぱりようできるようにしてくれとったほ

うがええと思うん。ぜひそれを次の６月のときにはお願いしてえんで、別に質問せんというん

じゃのうて、ぴちっと言うてくれたら質問する必要ねんです、わからんというて。 

 せえから、私はここでちょっと１個だけ、佐々木さんと同じなんで、招聘して講演会等を開

催するというて、招聘というたり難しい、いろいろ使われるのはそりゃえんじゃけど、別にそ

れでどうこう言うんじゃねんじゃけど、ＪＡＸＡがええじゃとか、せえから今３・11の佐々木

委員のほうじゃ自衛隊の方が命がけじゃった。自衛隊もそれからもちろん原子力かかわった人

も皆さん命がけでやってくださっとると思う。どなたがええとか、もちろん市長自身も行かれ

て、陣頭指揮とってやられた、岡山県代表してやられて、岡山市で行かれとる、そういうこと

もようわかります。もちろん松田さんらも行かれた、皆さん行かれて、だからその中へしとっ

て、ネームがついたほうがいいとかというのも一つのいいことが出とんで、ぜひお願いしたい

のは、そういう方もいいです、そりゃＪＡＸＡであろうと自衛隊であろうというのは、ちょっ

と大変いい意味なんですけど。僕は、それも一つの方法なんですけど、できましたらこの赤磐

市にも本当に著名人がおるんです。学力が優秀なだけじゃなく、それから学力の優秀な方もお

られるし、やっぱりそういう人も活用すべきじゃないかと思うんです。 

 例えば言うたら、こんなこと大それた僕が言うんじゃねえですけど、一代で例えばいろいろ

なグループをつくり上げた方じゃとか、例えば田中角栄さんみたいなもんじゃ。岡山で今名前

出せ言うた、これ削除あえてしてもらおうと思うて、後で削除してください、名前は。例えば 

・・・・・・じゃとか、やらりょうる方じゃとか、それから名前削除、・・・というんじゃ、

議員じゃけど、たまたま・・・みてえにやらりょうる方じゃとか、それからＮＰＯも立ち上げ

た方じゃとか、そのやっぱりあると思うんです。何でもほかの。全部それをせえ言うんじゃね

んです。何ぼかそういうな人も入れてもらやあ、身近な人で。 

 僕の言いてえのは、ただ話を聞いて、えれかってえかったなというて、ほんならここへ総理

大臣来てくれというて来たから意味僕ねえような気がして、ここのやっぱり赤磐のこと、実情

をわかった人にも語っていただきてえということがあるんです。やっぱりそうじゃなかった。

きょう視察しょうてちょっと要らんこと言うたら、豚が流れたんじゃ、牛が流れたんじゃとい

う話をしょうたん、これ事実なんです、吉井川流れて、助かったという。奥田君らも知っと
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る、入ってねえか、ここで言うたら知っとる者もおられたりする、職員も、経験してなかった

らわからんのんで、しとんも事実なんで、そういう地元をわかってから全体がわかった人も１

人ぐらいそういうなん説明来てもろうてもええんじゃねえかとは思うんです。それやれえ言う

んじゃねえて。 

 せえで、やってもらうなえんじゃけど、これどこをやるんですか、こりゃ。各中学校でとい

うことは、もう全部やるということ。６カ所とかやるわけ。各中学校でもしやるんじゃった

ら、問題ねえように、吉井はせなんだと、高陽はしたんじゃと、桜が丘はしたんじゃ、せえで

終わりじゃと言わんようにしてもらわにゃあ、赤坂中学も吉井も磐梨もしてもらわにゃ、５つ

はしてもらわにゃ……。 

○学校教育課長（坪井秀樹君） ５中学校でやります。 

○委員長（北川勝義君） いや、じゃったら、ＪＡＸＡやこうのやこ100万円で旅費やこ言よ

っても来れんのんじゃねん。これ……。 

○学校教育課長（坪井秀樹君） いや、何とか積算をしまして、ＪＡＸＡのほうの方が大体お

二人来ていただいて５万4,000円ぐらいで来ていただけ……。 

○委員長（北川勝義君） ああ、そんなに安いん。旅費入れても。 

○学校教育課長（坪井秀樹君） はい。旅費で来てくださる……。 

○委員長（北川勝義君） ああ、安いんじゃなあ。ああ、そう。 

○委員（下山哲司君） もう任せとこう。 

○委員長（北川勝義君） ちょっと、せえで最後。もうこれで、今僕の言いたかったのは、そ

ういう方も呼んでもらやあえんじゃけど、単発の事業じゃのうて、この赤磐にもそうやって貢

献したりしとられる方もおられるんで、そういろいろなことをやっとる方もおられるんで、そ

ういう人も利用してほしい、許せる範囲じゃったら。 

 それから、今ええ悪いは別で、何がええかどうかわからんけど、赤磐市、吉井町から出とる 

・・・・も出とるし、ええとか悪いとかは別で、それから今・・・というのも出とるし、ええ

とか悪い、あんなもんで言うたら言葉悪いけど、訂正せにゃおえんかもしれん。あの方でも一

発芸か何か一生懸命頑張ってこれだけやってこられとんです。じゃから本当に苦労はしとんで

す、何やかんや。子供が本当によくなっていくんじゃったら、高い意識を持つというたら、そ

ういう人も大事じゃと思うん。何か偉えけん、月行ってきたんじゃ、何か開発したんじゃ、ｉ

ＰＳじゃ、そればあじゃのうて、ちょっとやっぱりそういうなんもぜひ考えてください。 

 せえで、ちょっと僕はＪＡＸＡのことがそねん安う来てくれるんじゃったらぜひＪＡＸＡは

使うてほしいし、自衛隊もよけりゃあ自衛隊もただみてえに来る、ただとは言わん、来るでし

ょう。だから、どうしても一つとかというんじゃねんでしょ。やってもえんでしょ。ぜひやる

ときに機会を持って人をようけ、こけえ隣におられる、創価大学から来てもろうてもええ、環

太平洋大学とかというんじゃのうても、どこでもええん。僕、みんな与えちゃってほしいとい
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うことを言ようるわけ。単純にここがええとか決めるんじゃのうて、我々の大人の公務員の世

界だけで決めつけずに、もっと広げてほしいというのをお願いしてえんで。 

 はい、松田さん。 

○副委員長（松田 勲君） ちょっとお聞きするんですけど、これ県の委託事業で大体もう決

めとんでしょ、でも。さっきＪＡＸＡとか言われようったけど、いろいろもうこういう100万

円の根拠というのはあるんでしょ、やっぱり。 

○学校教育課長（坪井秀樹君） お人については決まってはいません。予算積算上の根拠とし

て県のほうに要望するのに、例えばＪＡＸＡだったらこれぐらいで行いますよという形で予算

をとるための積算としてこのＪＡＸＡを一つの例として挙げさせていただいて、100万円の委

託事業ということをとっております。 

○委員長（北川勝義君） まあええの、何回するん。何回せられるん。５回ということ。 

○学校教育課長（坪井秀樹君） 一応５回を予定はして……。 

○委員長（北川勝義君） ＪＡＸＡだけじゃったらおめえ余ってしまうで。 

○学校教育課長（坪井秀樹君） 何回でも今言われたように来ていただけるというか、近隣の

方でしたら何回でも、クラスごとに呼ぶことも可能ではないかとも思っております。 

○委員長（北川勝義君） 佐々木さん、何かあったん。 

 佐々木さん。 

○委員（佐々木雄司君） ＪＡＸＡの方もそれは科学技術とか、これから日本人が非常にすば

らしいものを持って伸ばしていかなければいけない、そういったものを子供たちに教えてあげ

て、夢を持たせるという意味では非常にいいんだと思います。 

 しかしながら、今赤磐市の中で、赤磐市のみならず日本社会の中でやっぱり希薄になってい

るのは一人一人の社会に対する思いであったり、国家に対する忠誠心であったり、こういった

ものが欠けていると思います。そういう意味においては、幼尐のころ、子供のころに命をかけ

て戦うということがどれほどとうといものなのか。しかも社会のために国家のために地域のた

めに人のために自分が一生懸命働くということがどれぐらいその地域、日本社会の中で効果が

出るのかということをやっぱり教え、学んでいただくためには、僕はやっぱり自衛隊の方、Ｊ

ＡＸＡさんだけではなくて、自衛隊の方にもぜひ来ていただいて、しかも３・11で前面で放水

作業を行った、命をかけて行った、そういった方々に何でそんなことができたのか、どうして

そういう覚悟が生まれたのかというところをぜひ自衛隊の方々に子供たちに教えていってあげ

たい。そういうものを私は大人として子供たちに伝えていきたい。そういったぐあいに思って

おります。ぜひ御検討をお願いいたします。 

○委員長（北川勝義君） はい、松田委員。 

○副委員長（松田 勲君） 佐々木さんがいろいろ言われている思いもわかるんですけど、こ

れもともとが職場体験ですよね。今子供からよう聞いていろいろわかったんですけど、今大学
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ではいろんな企業のトップとかいろんな成功した人とかを呼んで講演をいっぱいしてるんで

す。今そういう時代になってきてるし、それにいっぱいの学生が見に来て、聞きに来てる状況

なんです。 

 中学校というのがやっぱりこれから高校を選ぶにしてもどこに行くにしても、将来何になり

たいかというのをまだわかんない状況ですよね。だから、いろんな成功した人の意見を聞きた

いというのはあると思うんです。だから、さっき言われた自衛隊のことで頑張った方の意見も

話も一つの自衛隊の仕事としてこういうことをやってんだというのもあるだろうし、いろんな

企業、成功した人の聞くんもあるだろうし、そういったことをしっかり人選して、できるだけ

いろんな方の体験を聞かす意味ではしっかり検討していただきたいなと。要望です。お願いし

ます。 

 しっかり言われてるように、地元にもそういう成功者がおられるわけだから、その辺をしっ

かり、職場体験ということも含めて考えていただければいいんじゃないかなと思います。要望

です。 

○委員長（北川勝義君） 他にありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） ４の専決については、これはもうよろしいな。どなたももう済んど

る、減額ということで。これに触れたらまた予算のことになるから、予算上になるから。 

 それでは、２の予算関係をこれで終わりたいと思います。 

 続きまして、その他ということで、執行部のほうから何かありましたら。 

 国定課長。 

○スポーツ振興課長（国定信之君） お配りしております資料の中にあると思いますが、チャ

レンジデー2013という１枚物の資料があるかと思います。 

 チャレンジデーというのは、今年度４回目の取り組みになりまして、ことしは５月29日の水

曜日になります。午前０時から午後９時までの間に赤磐市内において継続して15分以上の運動

やスポーツ等の活動を行った住民の参加率を対戦相手と競うイベントであります。これは笹川

スポーツ財団のほうが主催しておりまして、全国100を超える自治体のほうが参加しておりま

す。今年度の対戦相手は茨城県の行方市というところに決まっております。相手のほうは４回

目の参加で、昨年度参加率43％だということで聞いております。 

 運動の内容につきましては、ここに書いてあるものが該当になりまして、それ以外でもスポ

ーツのきっかけ、運動のきっかけづくりになるようなものなら構わないということになってお

ります。当日は体育施設等、この目的により利用される場合は無料に使用していただくように

なっております。当日の全体的なイベントとしましては、午前８時から開始宣言と本庁及び各

支所の玄関前でラジオ体操を行う予定にしておりまして、あと最後９時まで３つのイベントを

計画をしております。皆さんにおかれましても、ぜひこちらのチャレンジデーの御協力いただ
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きまして、参加いただけたらと思います。 

 チャレンジデーにつきましては以上です。 

○委員長（北川勝義君） ありがとうございました。 

 次に、１のチャレンジデー2013について何か質問がありますか。 

 参考までに、市長が会長で、副がうちの議長の小田議長ともう一人、連合会長の森本さんで

すんで、ぜひ参加してください。 

 僕は卓球なんじゃけど、朝も行かにゃおえん。朝はどうしょうかと。２つ行っても１つじゃ

ろ。あれはできんのじゃろ、カウントというのは。勝たにゃおえんのんじゃねんじゃけど。 

 何か質問がありましたら。ありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） それでは、１のチャレンジデー2013については終わります。 

 続きまして、２のありましたら。 

 はい、国定課長。 

○スポーツ振興課長（国定信之君） きょう山陽ふれあい公園の指定管理についてということ

で、本日ふれあい公園のほうを現地視察していただきまして、お話を若干入れさせていただき

ましたが、ふれあい公園につきましては来年度平成26年度から指定管理制度の導入に向けて今

現在準備しておるところであります。 

 今後、来月ぐらいから公募の準備のほうを始めまして、今年度中には事業者の決定までたど

り着けて、来年４月からの管理の移行へと向けていきたいと思いますので、簡単ですが、お話

をさせていただきました。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） ありがとうございました。 

 説明が終わりました。 

 何か委員の皆さん、意見ありますか。 

 はい、佐々木委員。 

○委員（佐々木雄司君） たびたび恐れ入ります。 

 これ事業者の公募等の準備を進める予定となっているんですが、いつぐらいからを予定され

ているのかということと、あとその予定を延ばすことってできないんですかねっていうような

ことをちょっとお尋ねしたいと思います。 

○委員長（北川勝義君） はい、課長。 

○スポーツ振興課長（国定信之君） 一応公募のほうを来月中には、来月の終わりまでには開

始したいと考えておりまして、引き継ぎもありますので、その後、９月議会ぐらいで議決のほ

うをお願いして、あとその以降、引き継ぎのほうをしていくような今の現在のところ計画にし

ております。 
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 募集のほうを延ばすということもありますが、初めてのこういった大きいものでありますん

で、先ほども述べましたようなスケジュールを現在のところ考えております。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） よろしいか。 

 言うんじゃったら手挙げて。 

 はい、佐々木委員。 

○委員（佐々木雄司君） つまり公募の何を基準に公募されるのか。行政として経費がかかる

から民間委託するのか、それとも赤磐市の資産を、市民の資産をさらに向上させるために公募

をするのか、そこら辺のところがちょっとまだ説明をいただいてないので、いきなり公募をし

ますよって準備を進められても、ああそうですかとは言えないというのが私の立場なんです。 

 今御説明できますか。できるんでしたら、ぜひちょっとおやりいただきたいと思いますが、

できなければ時期をずらしてもうちょっと説明をしていただいてからお出しいただいてもいい

んじゃないかなと思ったりするんですが。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） ちょっと聞いてよ。 

 今佐々木委員の言わりょうることも僕も同感じゃという気持ちもあって言うんじゃけど、別

に僕は６月から開始せられてもおえんと言うんじゃねんじゃけど、６月もちょっと早いんじゃ

ねえかなと思うて。もう尐し考えて、例えばきょう見たときに、指定管理するという話が出た

んじゃけど、グラウンド・ゴルフ場みたいなという言い方悪い、一つのもので、今までシルバ

ーがやっていただいとって、そこの移管をしていくというんじゃったらこれ割にスムーズにい

ける移管じゃと思うんです。 

 それで、これがスポーツ施設というたら、ここだけじゃのうて、特に言うたら吉井のきょう

視察したＢ＆Ｇがあります。吉井のＢ＆Ｇの中もこれ皆さん委員さんが知られんからあえて言

わせていただきゃあ、前の市長さんも直さないということで吉井中学校のプールが全面だめで

す。改修しません。そういうことでＢ＆Ｇへ送って、プールの水泳教室はしとります、中学校

は。そういうこともあって、これも、おめえ何言よんなら、ふれあい公園じゃがなと、Ｂ＆Ｇ

じゃねえがなというて、同じことなん、施設の考えでいうたら。やはりもうちょっとやるとし

たらふれあい公園もやっていく、吉井Ｂ＆Ｇも委託していく。それから、特に今回は僕自身が

感じとんのは、余りお金もかかることですけど、あそこで一生懸命組んでくれて、先生がホン

ジョウさんという方がして一生懸命やっていただきょうります。吉井のＢ＆Ｇの場合は。 

 だから、そういういろいろやり方があるんで、全部ふれあいだけやっていくというんじゃな

くて、やっぱり両方あわせて、場所場所によってもともと町が違うんで、あると思うんです

が、こういう考えじゃけ佐々木委員が言われたこういうことをすりゃ向上していくし、利用者

がふえていくんじゃと、皆さんが気軽に来れるんじゃとかニュースポーツもできるんじゃと、
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維持管理ができるということの何らかを出すべきじゃと思うとん。ただ指定管理すりゃええ、

これがグラウンド・ゴルフみてえにしとったら指定管理すりゃええと思います。じゃったら、

もう新市長もおられた、教育長も今帰ってこられたんじゃから、もう小学校やこ統廃合すぐせ

にゃあおえん。もう市民病院もやめにゃおえん。学校もやめにゃ、金が要るんなら皆やめしま

わにゃ。銭じゃねえ、これがどうするんならと。これええげにしていくんじゃとか、やっぱり

目的を持ってもらわにゃおえんので、すぐやるんじゃというこっちゃのうて、もう今までのと

きはそうやらせていただきたいということが出とったのは議会でも出とりました。しかし、今

回は新しい市長さんが出られて、新しい議員さんも出られたんじゃから、その中でやっぱりも

う一度こういう考えでぴっと理解を、せめてこの総務文教委員さんには皆さんこうですよと、

理解していただくようならんときにはそう簡単に出すべきじゃないかと思うんで、僕はここま

で余り深入りはしとうねんですけど、やるのを、もう尐しちょっと説明を。 

 僕できたら、今度発議をするかもしれませんけど、こういうスポーツ施設とか学校まで、学

校教育までいきょんじゃねんです。中学校があるから、プールがあるからちょっとそれ僕頭へ

つけとんですけど、もう尐しこういうとこの指定管理をしていくためのことの原点にふれあい

センターとかふれあい公園とか吉井Ｂ＆Ｇの施設じゃとかというのの勉強会というんが、協議

会みてえな委員会です。特別委員会まで言いませんけど、つくって、やっぱり切磋琢磨してど

うやりゃあええというのをやるべきじゃと思う。 

 僕はせえで１個ちょっと思うたのは、吉井のＢ＆Ｇじゃったら分けりゃええと思うとんで

す。全部はせずに、やっぱりプールやこうが一番ようけかかると思うんです。そこら分けてい

かにゃおえんの、山陽でも。たら、かけるんじゃったら、今のトレーニングしょうるとこは本

当そういう上手な人がおったらそこへ任しゃえんですよ。そういうやっぱりそうせなんだら、

それでちょっと前市長の井上市長が指定管理のことがあるからシーガルズについてはいろいろ

なことを決めてやられて、やられたんです。それもわからんことはねえ、それも納得何ぼかし

とんです。指定管理になった、その者に金を出せ言うたらちょっとおかしげなことになるん

で、シーガルズに対して、ある。 

 そこらもじゃけんもう尐し新しい、これもう市長さんも前のままで続いとったと、議員さん

も前のままが続いとった言うんじゃったら、僕これええと思うんじゃけど、新しくなったんじ

ゃ、この４月になったんじゃから、もうちょいかけにゃあおえんのじゃ、そこら辺のことどう

教育長、市長考えられとんかな。僕、佐々木さんとの同じ考えがちょっとあるんですけど。別

に特別委員会までつくれとかまで言ようりませんけど、どんなんですか。 

 教育長。 

○教育長（土井原敏郎君） 先ほど課長が言いましたスケジュールでは来ておりますけれど、

十分審議をして意見を求めてということが必要だというんであれば、ただ、今の来年度から指

定管理にするというようなことについてはある程度結論を今までずっとまとめてきたという経
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緯があるので、これをそっから変えていくということはスケジュールそのものを変えていくと

いうことになると思うんですけど。 

○委員長（北川勝義君） ちょっとええかな。ちょっと待って、すぐ終わらあ。もう一発言う

とく。 

 教育長、それ考え方間違うとん。僕さっき言うたのは、これじゃったらほんなら前決まっと

ったからというて、前の市長で前の議員で決めとるこっちゃから、悪いとか言うんじゃねえで

す、我々もおったんじゃ、決まっとん。しかし、今度新しい市長さん、新しい議員さんなられ

たんじゃったら、その人のらにもわかるように説明せにゃいけんでしょということを言ようる

わけ。わかっていただいてからやりゃあえんで、スケジュールはわからんことはないです。別

におえんとか言うんじゃ。 

 だから、僕今むちゃくちゃというんが、ほんなら小学校もそうすぐすりゃあええがんと、こ

う簡単に。教育長は統合せにゃいけませんというてやりょうったけど、皆さんの意見を聞きま

すというてやりょうりましたが。もとへ戻るんじゃけど、なりました。今度は今言ようっても

市民病院でもどうなるかわかりませんが。やっぱり考えてもらわなんだらいけんのんじゃねえ

ですかという話をしょんです。一旦決めたから、ずっとそれタブーじゃ、もう決めたけえその

スケジュールを走るというのはせめて皆さんに、こけえおる人は、そうじゃ、こういうメリッ

トもあるから、デメリットもこういうんあるかもしれん、これでいかせていただきてえと。わ

からなんだら我々も負託受けて議員で立候補して、自分がやりとうて議員になってきとんじゃ

から、まちづくりしてえんじゃから、やはりちょっとそこらは考えてもらいてえと思うんです

けど。僕の言ようることもわかっとると思うんじゃ……。 

○教育長（土井原敏郎君） そのことについて、どういう指定管理することがどういう目的で

どういう効果がある。また、反面どういう課題があるというようなことについては議論してい

ただくのはいいと思います。 

○委員長（北川勝義君） ちょっと、指定管理の話をし出したらややこしゅうなるから、こう

いう指定管理ここで受けていくんじゃけど、例えば赤坂の天然ライス見てみねえ。どねえ考え

るんで。今言ようることわからん人もおる、わかる人おる。天然ライス貸してくれえという

て、ＮＥＷが貸してくれえというて借っとる。結果的に直せ、500万円かけ1,000万円かけて直

せ。何もせん。ほっとる。やめた中止の状態ずっとほん投げとるが。あれがやったから。ほん

なら、天然ライス管理せんようになったけえ金は要りませんよというて赤磐市は。水道代も電

気代も要りませんというて赤磐市は。 

 しかしながら、そこがもと本来の活用ができてなかったら意味ないじゃないですかというこ

とを言ようるわけです。だから、そういうことを今の指定管理で今の失敗があるでしょ、１

つ、今完璧な失敗が。それを僕はどうするんならということを説明してもらいてえというのを

言いたかったんじゃ。 
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 下山委員。 

○委員（下山哲司君） 物によっていろいろあれが違うんじゃから、みそもくそも一緒にとい

う話にはならんから、やっぱり今までやってきとることをほんならまるっきり180度変えれる

んかというて変えれるもんでもないし、じゃから説明、新しゅう議員さんになられたんじゃか

ら、また日を変えて説明をきちっともう一遍したらどんなんですか。 

○委員長（北川勝義君） いやいや、僕は、下山さん、下山さんと論議……。 

○委員（下山哲司君） きょうそこまでするような段取りにしてねえでしょ。 

○委員長（北川勝義君） 下山さんと論議するという、委員同士がするんじゃのうて、６月に

また改修するというて、もうそれ言うから、スケジュールで、スケジュールはわからんことは

ねえ。そういう流れで来ょんじゃろう、そりゃ。じゃけど、やっぱり皆さんがどうなっとる

か、理解がまだわかってねえのに、言ったらちょっとむちゃじゃねえかというのを言いたかっ

たんで。 

 はい、次長。 

○教育次長（宮岡秀樹君） 教育次長宮岡です。 

 皆さんおっしゃられてることはよくわかりますので、６月の委員会のほうで詳しく御説明を

させていただきまして、御理解が得れるようにいたしたいと。スケジュール的には先ほど課長

のほうが申しましたように、このスケジュールでやりたいという気持ちではおりますが、６月

の委員会のほうで御説明をしっかりさせていただきたいと思います。 

○委員長（北川勝義君） 松田委員。 

○副委員長（松田 勲君） 私もちょっと総務文教今回初めてなんで、指定管理出すというの

は僕らも賛同しとるし、あれなんですけど、でも改めて今この委員の中で新人の方が３人と、

私も前は厚生だったから詳しいことをどこまで話しされるかわかってないとこがあるんです。 

 さき皆さん言われてるとこをやはり指定管理するのは何でふれあい公園をこういうふうにし

たいんだと、こういう方向に持っていきたいから指定管理しますということをきちっと言って

いただいて、もしきょう言えないんだったら、さっき言われた今度の議会の委員会の中でやれ

ばいいと思うんですけど、ただ、今募集が６月言われたでしょ。６月に始まれる、それが済ん

でから募集ということになるんですね。それが決定してから。そういう理解でいいんですか。

だから、そこできちっと皆さんに、尐なくともここにいらっしゃる委員の皆さんがそれなら指

定管理出してもいいわというふうにできるわけですね。それはそれで、それでいくんだったら

いいと思うんです。 

○委員長（北川勝義君） いや、次長、今言よんのは、指定管理反対とかそういうんじゃのう

て、おえんなり指定管理していくべきじゃろうと、こういう時代の流れから指定管理がええと

か悪いとかは別で。せえで別に天然ライス、みそもくそも一緒にしょんじゃねんで、そういう

流れじゃという話をしょうって、そういうこともありますよということを言うたん。 
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 じゃけ、ここで言ようるのは、下山さんと僕はある程度その意味わからんことはねえ、わか

っとんじゃけど、議長もわかって、議長はここじゃねえけど、ある程度わかっていきょんじゃ

けど、その言ようる中、皆さんわからん質問もあったりするんじゃから、時期をちょっと考え

て、時間も、新しいメンバーになったらするべきじゃねえか、説明責任があるんじゃねえかと

いうて。前決まっとんじゃけえやるんじゃというたら簡単なもん、そんなもん何も、というこ

とを言いたかったんで、やっぱりそのためにもしまた副委員長が言ようるように、６月末に開

始じゃったらこの説明会が終わってからじゃなかったら、説明会が終わらんのに今度行かれ

て、事後処理というんか、おかしゅうなったらせっかく。 

 せえで、僕はやり方としていろいろ研究をしてもらやあこういう研究会つくりゃ、やっぱり

優秀な人が赤磐市にもおったり関係者もおるから、ここへこういうもん入れるというの、一つ

のやり方でいきゃあ、ちょっとええ方法も出るんじゃねえかと思うとるんで、別に誰が悪いと

か、何も頭にねんです。どうこう言うんじゃのうて。自分ら簡単なけえどっかの大きい、例え

ば岡山市のスイミング、そこがええとか、単純な話になると思うんじゃ、簡単な。単純なとい

うたらならんと思うけど、なる可能性もあるが。じゃから、やっぱりちょっとそこら皆さんに

もう一遍ゆっくり説明をしてもらいてえと思うとんで。せえで、ここだけの我々のだけじゃの

うても全員によろしいというて了承もらわにゃあおえんのんじゃから、たらほかの議員さんで

関係ねえと、特にわからんという議員さんも出てくるんじゃ。前のときグラウンド・ゴルフの

とき言われたでしょ。シルバーが優秀なけんしてもらうんじゃというて、ほんなら職員は優秀

じゃねんかというて出たことがあろう、覚えとろう。そういう話というのは、そねん簡単な話

ししたらいけんと思う。とお願いしてえと思いますんで。 

 はい、下山委員。 

○委員（下山哲司君） 今までのあれでも公募でも公募を途中でやめたのもあるし、内容的に

お互いが折り合わなんだら成り立たんことなんじゃから、じゃけスタート切ってやってみんと

できるんかできんかもわからん。そうでしょ、実際には。 

○委員長（北川勝義君） 違う違う、違う。その前に委員がどういうことを理解しとんか…

…。 

○委員（下山哲司君） 予算でも一緒。ほんなら、前年度予算しとってももう180度変えるん

じゃというわけにいかんのんで、事業というのは継続していきょんじゃから、そうほんなら議

員だってかわったからほんならまるっきり変えてしまえというような話にはならんのんで、組

織じゃからな。その辺はじゃあからある程度理解をしていかにゃいけんのんじゃないかな。 

○委員長（北川勝義君） はい、佐々木委員。 

○委員（佐々木雄司君） 今北川委員長がちょっと触れていただいたんですが、私、今下山委

員がおっしゃられたことにはもう大反対です。というのは、私がここにいるのは選挙という民

意で選ばれてここにおります。その民意は私は公約を掲げておりました。行政業務の抜本的な
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見直しとゼロベースで全ての事業を見直していくという公約なんです。その公約に基づいて私

がここにいる限りは、やっぱりすべからく状況というのを教えていただいて、納得ができなけ

ればそれに対して賛同することはできない。これは民意ですから、そのことについて皆様方ぜ

ひ懐深くにおおさめいただきたいと思います。ありがとうございます。 

○委員長（北川勝義君） ちょっと待った。僕言うわ、僕ちょっと言いにきい。 

 今僕は反対しょうるわけ、佐々木さんの味方しょうるわけじゃのうて、今皆さんでやっぱ

り、僕が言いたかったのは本当の民意というのは、下山さんも言ようるけど、下山さんの流儀

も合うとるかもしれん、光成さん、澤さん、議長にも意見聞いてねえ、言われてねえけど、民

意というのは何ならというのは、党派が変わって、政権がかわったら変わってくるんです、予

算も。当然のこれが民意で、今言ようるから。変わらんのんじゃ、前からいくんじゃ、そんな

ナンセンスな話じゃねえんです。 

 だから、これが変わっていってもえんじゃけど、ただ変わらんでもええ、大体これでいかに

ゃあ、もうこれからは赤磐市も指定管理とかいろいろやっていかなんだら、身を切るようなこ

とをしていかなんだら難しいんじゃねえかと。ただ、今やっていきょんのに、今の事業を全部

やっていって、指定管理せえというたら、赤磐市が金出すだけで結果的にゃ何ら変わらんと思

うんです。じゃけ、どっかの部分を切らにゃおえんとか、何かがなかったらおえんと思うんで

す。そこらがまだわからんのもあるんで、ええ場合もある。そういうひな形で皆さんに、じゃ

け僕委員会をつくれ言うたんじゃねえけど、こういうのもありますよというのも示してほしい

と言ようるわけ。はやりじゃけんしょうるというんじゃのうて、はやりじゃと、失礼な話しし

ょんじゃねえけど。そうしたら、今下山さん言ようったような、大体決まっとることじゃけえ

指定管理の僕らも反対じゃあねんです。じゃから、やり方があるからちょっとどんなかな。 

 特に山陽ふれあい公園だけやるというんで、山陽ができたら、もし貸したら、山陽できたん

じゃけん吉井もするんじゃと、Ｂ＆Ｇもするんじゃと、ぱっとこういかれる場合もあるし、そ

こらちょっと考えなんだら。ええ例が、オートキャンプやこうは特別会計です。オートキャン

プは特別会計でやっとるでしょ。特別会計でやりゃあええんです。やり方によったら。じゃ

け、いろいろあるんです。じゃから、それ特別会計でやれ言よんじゃねえですよ、僕は。これ

指定管理でもええと思うて、賛成してきとんじゃけど、そこらもう一遍丁重に説明してもらい

てえとお願いしてんです。副市長、言ようることもわかるでしょ、今言よんの。 

 副市長。 

○副市長（安井栄一君） 皆さんの御意見踏まえて、十分納得いただけるような資料も提出し

て、御理解の上で指定管理をやっていかにゃいけんと思っとりますんで、また十分相談させて

いただきたいと思います。 

○委員長（北川勝義君） 他にありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○委員長（北川勝義君） それでは、これ以上入りょうったら、もう審議入ってしまうけん、

僕まで入るようなことになるから。 

 それで、執行部のほうはその他もうありませんか。よろしいか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） それじゃ、委員の皆さん、その他何かありますか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） たら、私のほうから１個だけお願いしときます。 

 実は、私も漁協の組合員で、５月16日に吉井川でこりゃ、仁美、佐伯北、黒本、周匝、吉井

町幼・保一元化ということで、保育所になっとります。それがアユの放流祭を11時に吉井川で

やります。議員さんにも通知は出とると思います。もちろん、市長さん、議長さんにはものを

言うて挨拶してもらってなると思います。たまにはというこっちゃねえですけど、ぜひ時間が

許せばです、もう無理があったらですけど、きょう委員会があるんで言うときます言うとりま

すんで、漁協のうちの支部長に言うとりますんで、ぜひ時間があれば出てきていただきたいと

思います。 

 私のほうは以上です。 

 それでは、その他にはもうないと思います。 

 以上をもちまして第４回の総務文教常任委員会を閉会いたしたいと思います。 

 閉会に先立ち、土井原教育長の方から御挨拶をいただきたいと思います。 

○教育長（土井原敏郎君） きょうは午前中、また途中まで勝手をいたしました。 

 市外の関係の方が集まられた会を主催しとりましたので、申しわけありませんでした。慎重

に御審議をいただきまして教育関係施設もたくさん視察をいただきまして本当にありがとうご

ざいました。今後ともよろしくお願いします。 

○委員長（北川勝義君） ありがとうございました。 

 皆様方には早朝より視察、大変またここで会議ありがとうございました。御苦労さまでし

た。これで終わりたいと思います。 

 以上です。 

              午後３時20分 閉会 

 


